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富
城
朝
陽
同
窓
会
新
年
会
報
告

日
　
時
　
昭
和
六
十
三
年

一
月
二
十
五
日

（月
）

午
後
六
時
～
午
後
八
時

〈ム　
場
　
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
仙
台

一
　

仙
台
市
広
瀬
通
り
回
分
町

出
席
者

（敬
称
略
）

芳
賀
健

一
郎

（六
回
）
小
島
浩

（十
二
回
）
本
間
正

樹

（十
三
回
）
秋
元
利
暢

（十
四
回
）
山
口
格

（十

五
回
）
菊
地
章

（二
十
回
）
高
橋
自
己

（新

一
回
）

岩
井
鉄
也

（新
四
回
）
奥
自
慎

一

（新
五
回
）
平
川

直
弘

（新
六
回
）
大
藤
高
志

（新
十
回
）
武
田
幸
雄

（新
十
回
）
田
上
八
朗

（新
十
回
）
宮
野
壮
太
郎

（新

十

一
回
）
小
網

一
裕

（新
十

一
回
）
渡
辺
豊
彦

（新

十
六
回
）
直
江
真

一
（新
二
十
二
回
）
小
林
真

一
（新

三
十
三
回
）
伊
藤
嘉
浩

（新
三
十
四
回
）
小
川
欣

一

（新
三
十
五
回
）
小
田
島
肇

（新
三
十
八
回
）

（以
上
二
十
二
名
）

経
　
過

■
の
降
る
寒
い
日
で
し
た
が
皆
元
気
に
集
ま
り
ま

―
―
―
―
同
期
会
だ
よ
り

し
た
。
岩
井
幹
事
の
司
会
の
も
と
小
島
会
長
の
開
会

の
挨
拶
、
山
口
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
菊
地
章
氏

（二
十
回
）
よ
り

「
昭
和

十
五
年
府
立
六
中

・
学
校

一
覧
」
の
資
料
の
提
供
が

ク
　
　
　
　
武
田
幸
雄

″
　
　
　
　
小
田
島
肇

事
務
局
　
　
本
間
正
樹

追
　
伸

宮
城
県
に
転
勤
入
学
で
来
ら
れ
た
方
、
在
住
の
方
へ

下
記
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
宮
城
朝
陽

同
窓
会
名
簿
を
差
し
上
げ
ま
す
。
又
、
来
年
の
新
年

会
の
ご
案
内
も
ご
通
知
致
し
ま
す
。

事
務
局
　
一Ｔ
九
八
〇
　
仙
台
市
上
杉

一
丁
目

九
―
二
十
五
　
帥
セ
ン
ト
内
　
本
問
正
樹

電
話
　
〇
三
二
―
三
二
四
―
二

一
二

一

内
線
五
〇

あ
り
、
六
中
時
代
の
自
髪
禿
頭
組
は

一
段
と
旧
師
学

園
の
こ
と
な
ど
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
ｃ
恒
例
の

自
己
紹
介
の
あ
と
小
島
会
長
が
横
浜
に
転
計
さ
れ
た

事
に
よ
り
、
会
長
改
選
が
行
な
わ
れ
会
長
に
山
口
格

副
会
長
が
満
場

一
致
で
推
挙
さ
れ
下
記
の
如
く
役
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
八
時
過
ぎ
名
残
を
惜
し
み
な
が

ら
六
中
健
児
の
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、
ま
た
会
う
日

を
楽
し
み
に
散
会
致
し
ま
し
た
っ

名
誉
会
長
　
島
内
武
文

会
長
　
　
　
山
口
　
格

副
会
長
　
　
佐
藤
敦
久

（二
十
回
）

幹
事
　
　
　
円石
井
鉄
也

（本
ム
一［
）

（学
生
）
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